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工学的研究のための
レーザー核融合未臨界研究炉
L-Supreme[1]

仕様

◆ パワーレーザーインテグレーションに
よる新共創システム(J-EPoCH )（10 kJ
級、最大100Hz 高繰り返し）を利用

◆ ターゲット（LHART）[2]と10kJ級レー
ザーで1013個の中性子発生[3]

仕様

◆ 1ショット当たり40 MJの核融合出力

◆ トリチウム増殖率 1以上を達成する
技術の確立に先行して設計可能

◆ 複数の炉心

◆ 熱出力を利用した水素製造

◆ トリチウム増殖研究
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研究テーマ
I. 連続ターゲット導入装置による長時間高繰り

返し実験
1. α線の影響
2. 未利用レーザー光の影響
3. DT燃料の回収率
4. ターゲット材料などデブリの影響
5. 中性子を利用した材料研究
6. トリチウム増殖研究
7. 熱変換研究
8. 発電実証
9. 機械学習によるプラズマ研究
10. プラズマ加熱の効率化研究の加速

II. システムの弱点の抽出
III. システム全体の効率評価
IV. 未検討課題の抽出

工学研究を
設計に反映

レーザー核融合による
水素製造プラント構想
Hyperion


